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(57)【要約】
【課題】　本発明により、情報処理方法及びユーザ機器
が提供される。
【解決手段】　方法は、情報処理要求メッセージを受信
するステップ、前記情報処理要求メッセージが所定の時
間内に処理されない場合、少なくとも１種類の環境状態
情報を収集するステップ、少なくとも１種類の前記の収
集された環境状態情報に従いプロンプト情報を生成する
ステップ、を有する。したがって、ユーザは、ユーザ機
器により受信されたが適時処理されていない情報処理要
求メッセージに適時気付くことができ、ユーザ機器の使
い勝手が効果的に向上できる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理要求メッセージを受信するステップ、
　前記情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１
種類の環境状態情報を収集するステップ、
　前記情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、前記の収集され
た環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するステップ、
　を有する情報処理方法。
【請求項２】
　前記の収集された環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するステップは、
　前記収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たす場合、前記プロンプト情報
を生成するステップ、
　を有し、
　前記環境状態情報は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報
のうちの１つ又は任意の組合せを有し、前記予め設定された条件は、前記第１の重力検知
情報が予め設定された振動振幅よりも小さい、前記第１の音声検知情報が予め設定された
デシベルよりも小さい、及び前記第１の光検知情報が予め設定された光強度よりも大きい
、のうちの少なくとも１種類を有する、請求項１に記載の情報処理方法。
【請求項３】
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、前記環境状
態情報を収集し続けるステップ、又は
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、一部の前記
環境状態情報を収集し続けるステップであって、前記一部の環境状態情報は、前記環境状
態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない全ての前記環境状態情報、又は前記環
境状態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない一部の前記環境状態情報、又は前
記環境状態情報から選択された一部の前記環境状態情報を含む、ステップ、
　を更に有する請求項２に記載の情報処理方法。
【請求項４】
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、第２の光検
知情報を収集するステップ、
　前記第２の光検知情報の光強度が前記第１の光検知情報の光強度より大きい場合、前記
プロンプト情報を生成するステップ、
　を更に有する請求項３に記載の情報処理方法。
【請求項５】
　前記プロンプト情報を生成するステップの後に、
　前記情報処理要求メッセージが第２の所定の時間内に処理されない場合、第２の音声検
知情報を収集するステップ、
　前記第２の音声検知情報のデシベルが前記第１の音声検知情報のデシベルよりも大きい
場合、前記プロンプト情報を生成するステップ、
　を更に有する請求項２に記載の情報処理方法。
【請求項６】
　情報処理要求メッセージを受信するよう構成される受信モジュール、
　前記情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１
種類の環境状態情報を収集するよう構成される第１の収集モジュール、
　前記情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、前記の収集され
た環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するよう構成される第１の生成モジュール、
　を有するユーザ機器。
【請求項７】
　前記第１の生成モジュールは、前記収集された環境状態情報が予め設定された条件を満
たす場合、前記プロンプト情報を生成するよう構成され、
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　前記環境状態情報は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報又は第１の光検知情報
を有し、前記予め設定された条件は、前記第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅
よりも小さい、前記第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルよりも小さい、及び前
記第１の光検知情報が予め設定された光強度よりも大きい、のうちの少なくとも１種類を
有する、請求項６に記載のユーザ機器。
【請求項８】
　前記第１の収集モジュールは、前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件
を満たさない場合、前記環境状態情報を収集し続けるよう更に構成され、又は
　前記第１の収集モジュールは、前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件
を満たさない場合、一部の前記環境状態情報を収集し続けるよう更に構成され、前記一部
の環境状態情報は、前記環境状態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない全ての
前記環境状態情報、又は前記環境状態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない一
部の前記環境状態情報、又は前記環境状態情報から選択された一部の前記環境状態情報を
含む、
　請求項７に記載のユーザ機器。
【請求項９】
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、第２の光検
知情報を収集するよう構成された第２の収集モジュール、
　前記第２の光検知情報の光強度が前記第１の光検知情報の光強度より大きい場合、前記
プロンプト情報を生成する様構成された第２の生成モジュール、
　を更に有する請求項７に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記情報処理要求メッセージが第２の所定の時間内に処理されない場合、第２の音声検
知情報を収集するよう構成された第３の収集モジュール、
　前記第２の音声検知情報のデシベルが前記第１の音声検知情報のデシベルよりも大きい
場合、前記プロンプト情報を生成するよう構成された第３の生成モジュール、
　を更に有する請求項７に記載のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信の分野に関し、特に情報処理方法及びユーザ機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動性及び容易さのような特徴により、携帯電話機のようなユーザ機器はユーザにより
広く使用されている。
【０００３】
　現在、着呼、着信又はスケジュールのような新しいイベントが携帯電話機で生じると、
携帯電話機は、通常、携帯電話機の鳴動又は振動を通じて新しいイベントをユーザに気付
かせる。ユーザの歩行中、周囲環境が非常に雑音の多いとき、携帯電話機がその瞬間に新
しいイベントを受けた場合、ユーザは携帯電話機によりトリガされた鳴動又は振動に気付
かず、携帯電話機により受信された新しいイベントは適時に処理できない。ユーザが静か
な場所を歩いているとき又は立っているとき、ユーザが携帯電話機を見ていない場合、ユ
ーザはこの新しいイベントに気付かず、この新しいイベントは適時処理されない。さらに
、帰宅すると、ユーザは、通常、携帯電話機を寝室のような場所に置き、テレビを見に居
間へ行ってしまうので、この瞬間に新しいイベントが携帯電話機で生じた場合、ユーザは
携帯電話機によりトリガされた鳴動又は振動に気付かない。さらに、寝室に戻ったとき、
ユーザが携帯電話機を見ていない場合、ユーザは依然としてこの新しいイベントに気付か
ず、この新しいイベントは適時処理されない。
【０００４】
　本発明を実施するとき、発明者は、少なくとも従来技術に以下の問題があることを発見
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した。つまり、ユーザは、ユーザ機器により受信された新しいイベントを適時処理できな
い場合が多く、ユーザ機器の使い勝手が悪く、従ってユーザに多大な不便がもたらされる
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態は、ユーザ機器により受信された新しいイベントをユーザが適時処理
できないという従来技術の欠点を克服するために適用される情報処理方法及びユーザ機器
を提供する。それにより、ユーザ機器の使い勝手を効果的に向上することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態は、情報処理方法を提供する。当該方法は、情報処理要求メッセー
ジを受信するステップ、前記情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されな
い場合、少なくとも１種類の環境状態情報を収集するステップ、前記情報処理要求メッセ
ージを処理するようユーザを催促するために、少なくとも１種類の前記の収集された環境
状態情報に従いプロンプト情報を生成するステップ、を有する。
【０００７】
　本発明の一実施形態は、ユーザ機器を提供する。当該ユーザ機器は、情報処理要求メッ
セージを受信する受信モジュール、前記情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に
処理されない場合、少なくとも１種類の環境状態情報を収集する第１の収集モジュール、
前記情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、少なくとも１種類
の前記の収集された環境状態情報に従いプロンプト情報を生成する第１の生成モジュール
、を有する。
【０００８】
　本発明の実施形態による情報処理方法及びユーザ機器では、ユーザ機器により受信され
た情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１種類
の環境状態情報が収集され、情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するた
めに、少なくとも１種類の収集された環境状態情報に従いプロンプト情報が生成され、ユ
ーザ機器は、情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、ユーザ機
器がいる特定された環境状態に従いプロンプト情報を生成でき、それによりユーザはユー
ザ機器により受信されたが適時処理されていない情報処理要求メッセージに適時気付くこ
とができる。それにより、ユーザ機器の使い勝手が効果的に向上できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本発明の実施形態の又は従来技術の技術的解決策をより明確に説明するために、実施形
態又は従来技術の説明に必要な図面が以下の通り導入される。明らかなことに、以下の説
明中の図面は、本発明のほんの一部の実施形態であり、これらの図面に従って当業者によ
り創造的労力を有さずに他の図面も得られる。
【図１】本発明の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。
【図２】本発明の別の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。
【図３】本発明の更に別の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。
【図４】本発明の更に別の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。
【図６】本発明の別の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。
【図７】本発明の更に別の実施形態によるユーザ機器の構造図である。
【図８】本発明の更に別の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の実施形態の目的、技術的解決策、利点を更に明確にするために、以下に、本発
明の実施形態の図面と関連して本発明の実施形態における技術的解決策を明確に及び完全



(5) JP 2013-529445 A 2013.7.18

10

20

30

40

50

に説明する。明らかに、記載される実施形態は、本発明の実施形態の一部のみであり、全
ての実施形態ではない。本発明の実施形態に基づき創造的労力を有さずに当業者により得
られる全ての他の実施形態は、本発明の保護範囲に関する。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。図１に示され
るように、本実施形態による方法は以下のステップを含む。
【００１２】
　ステップ１０１：情報処理要求メッセージを受信する。
【００１３】
　本実施形態では、ユーザ機器は、情報処理要求メッセージを受信する。ここで、情報処
理要求メッセージは、呼、ショートメッセージ又はスケジュール等であり得る。ユーザ機
器は、携帯電話機等であり得る。
【００１４】
　ステップ１０２：情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されなかった場
合、少なくとも１種類の環境状態情報を収集する。
【００１５】
　本実施形態では、ユーザ機器が情報処理要求メッセージを受信したとき、ユーザが第１
の所定の時間内にユーザ機器を通じて情報処理要求メッセージを処理しない場合、ユーザ
機器は、少なくとも１種類の環境状態情報を収集するようトリガされる。ここで、環境状
態情報は、ユーザ機器の動き、ユーザ機器の環境内の音及び／又は環境内の光、等を収集
することにより得られる情報であって良い。本実施形態では、第１の所定の時間は、ユー
ザの要求に従い設定できる。
【００１６】
　ステップ１０３：情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、収
集された環境状態情報に従いプロンプト情報を生成する。
【００１７】
　この実施形態では、プロンプト情報は特定の鳴動及び／又は振動であって良い。ユーザ
機器は、情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、収集された環
境状態情報に従い特定の鳴動及び／又は振動を生成する。本実施形態では、ユーザ機器が
ユーザを催促する特定の形態は限定されない。
【００１８】
　本実施形態では、ユーザ機器により受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の
時間内に処理されない場合、少なくとも１種類の環境状態情報が収集され、情報処理要求
メッセージを処理するようユーザを催促するために、収集された環境状態情報に従いプロ
ンプト情報が生成され、ユーザ機器は、情報処理要求メッセージを処理するようユーザを
催促するために、ユーザ機器がいる特定された環境状態に従いプロンプト情報を生成でき
、それによりユーザはユーザ機器により受信されたが適時処理されていない情報処理要求
メッセージに適時気付くことができる。したがって、ユーザ機器の使い勝手が効果的に向
上する。
【００１９】
　さらに、情報処理方法の別の実施形態では、ステップ１０３は、特に次の通りであって
良い。少なくとも１種類の収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たす場合、
プロンプト情報を生成するステップであって、環境状態情報は、第１の重力検知情報、第
１の音声検知情報及び第１の光検知情報のうちの１つ又は任意の組合せを有し、予め設定
された条件は、第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅よりも小さい、第１の音声
検知情報が予め設定されたデシベルよりも小さい、及び第１の光検知情報が予め設定され
た光強度よりも大きい、のうちの少なくとも１種類を有する、ステップ。
【００２０】
　具体的には、予め設定された条件は、以下の７個の予め設定された条件であり得る。
【００２１】
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　第１の予め設定された条件：第１の重力検知情報は、予め設定された振動振幅よりも小
さい。
【００２２】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された少なくとも１種類の環境状
態情報が第１の重力検知情報であるとき、第１の重力検知情報が第１の予め設定された条
件を満たす場合、ユーザ機器は現在静止状態にあることを示すので、ユーザ機器はプロン
プト情報を生成するようトリガされる。例えば、ユーザが走っているとき、ユーザは、受
信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた振動に気付かない
かも知れない。ユーザが止まって休むとき、ユーザ機器により収集された第１の重力検知
情報は、第１の予め設定された条件を満たすので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成す
るようトリガされる。
【００２３】
　第２の予め設定された条件：第１の音声検知情報は、予め設定されたデシベルよりも小
さい。
【００２４】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された少なくとも１種類の環境状
態情報が第１の音声検知情報であるとき、第１の音声検知情報が第２の予め設定された条
件を満たす場合、ユーザ機器は現在静かな環境にあることを示すので、ユーザ機器はプロ
ンプト情報を生成するようトリガされる。例えば、ユーザの作業環境が雑音の多い場合、
ユーザがこの環境下で作業しているとき、ユーザは、受信した情報処理要求メッセージに
従ってユーザ機器によりトリガされた鳴動に気付かないかも知れない。ユーザがこの作業
環境から歩いて出て、静かな音の環境に入るとき、ユーザ機器により収集された第１の音
声検知情報は、第２の予め設定された条件を満たすので、ユーザ機器はプロンプト情報を
生成するようトリガされる。
【００２５】
　第３の予め設定された条件：第１の光検知情報は、予め設定された光強度より大きい。
【００２６】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された少なくとも１種類の環境状
態情報が第１の光検知情報であるとき、第１の光検知情報が第３の予め設定された条件を
満たす場合、ユーザ機器は現在明るい環境にあることを示すので、ユーザ機器はプロンプ
ト情報を生成するようトリガされる。例えば、ユーザがユーザ機器をバッグにいれて使用
しているため、ユーザは、受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりト
リガされた振動に気付かないかも知れない。ユーザが何かを取り出すためにバッグを開け
て、バッグに光が入ると、この瞬間に、ユーザ機器により収集された第１の光検知情報は
、第３の予め設定された条件を満たすので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成するよう
トリガされる。
【００２７】
　第４の予め設定された条件：第１の重力検知情報は、予め設定された振動振幅よりも小
さく、且つ、第１の音声検知情報は予め設定されたデシベルよりも小さい。
【００２８】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された２種類の環境状態情報が第
１の重力検知情報及び第１の音声検知情報であるとき、第１の重力検知情報及び第１の音
声検知情報が第４の予め設定された条件を満たす場合、ユーザ機器は現在静止状態にあり
且つユーザ機器は静かな環境にあることを示すので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成
するようトリガされる。例えば、ユーザが雑音の多い環境下の場所を歩いているとき、ユ
ーザは、受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた鳴動及
び／又は振動に気付かないかも知れない。ユーザが静かな環境下で休むとき、ユーザ機器
により収集された第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報は、第４の予め設定された
条件を満たすので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成するようトリガされる。
【００２９】
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　第５の予め設定された条件：第１の重力検知情報は、予め設定された振動振幅よりも小
さく、且つ、第１の光検知情報は予め設定された光強度よりも大きい。
【００３０】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された２種類の環境状態情報が第
１の重力検知情報及び第１の光検知情報であるとき、第１の重力検知情報及び第１の光検
知情報が第５の予め設定された条件を満たす場合、ユーザ機器は現在静止状態にあり且つ
ユーザ機器は明るい環境にあることを示すので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成する
ようトリガされる。例えば、ユーザがユーザ機器をバッグにいれて歩いているとき、ユー
ザは、受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた振動に気
付かないかも知れない。ユーザがバッグから何かを取り出すために止まり、バッグに光が
入るとき、ユーザ機器により収集された第１の重力検知情報及び第１の光検知情報は、第
５の予め設定された条件を満たすので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成するようトリ
ガされる。
【００３１】
　第６の予め設定された条件：第１の音声検知情報は、予め設定されたデシベルよりも小
さく、且つ、第１の光検知情報は予め設定された光強度よりも大きい。
【００３２】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された２種類の環境状態情報が第
１の音声検知情報及び第１の光検知情報であるとき、第１の音声検知情報及び第１の光検
知情報が第６の予め設定された条件を満たす場合、ユーザ機器は現在静かな且つ明るい環
境にあることを示すので、ユーザ機器はプロンプト情報を生成するようトリガされる。例
えば、ユーザが携帯電話機をバッグに入れ、雑音の多い場所に居るとき、ユーザは、受信
した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた鳴動及び／又は振動
に気付かないかも知れない。ユーザが静かな環境下でバッグから何かを取り出すためにバ
ッグを開け、バッグに光が入るとき、ユーザ機器により収集された第１の音声検知情報及
び第１の光検知情報は、第６の予め設定された条件を満たすので、ユーザ機器はプロンプ
ト情報を生成するようトリガされる。
【００３３】
　第７の予め設定された条件：第１の重力検知情報は、予め設定された振動振幅よりも小
さく、且つ、第１の音声検知情報は予め設定されたデシベルよりも小さく、且つ、第１の
光検知情報は予め設定された光強度よりも大きい。
【００３４】
　この予め設定された条件下で、ユーザ機器により収集された３種類の環境状態情報が第
１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であるとき、ユーザ機器
は現在静止状態にあり且つユーザ機器は静かな且つ明るい環境にあることを示すので、ユ
ーザ機器はプロンプト情報を生成するようトリガされる。例えば、ユーザが携帯電話機を
バッグに入れ、雑音の多い場所を歩いているとき、ユーザは、受信した情報処理要求メッ
セージに従ってユーザ機器によりトリガされた鳴動及び／又は振動に気付かないかも知れ
ない。ユーザが静かな環境下で止まり、バッグから何かを取り出すためにバッグを開け、
バッグに光が入るとき、ユーザ機器により収集された第１の重力検知情報、第１の音声検
知情報及び第１の光検知情報は、第７の予め設定された条件を満たすので、ユーザ機器は
プロンプト情報を生成するようトリガされる。
【００３５】
　本実施形態では、第１の重力検知情報は、ユーザ機器自体の動き状態を収集することに
より、ユーザ機器により得られた情報であって良い。第１の音声検知情報は、ユーザ機器
が存在する環境の音声を収集することにより、ユーザ機器により得られた情報であって良
い。第１の光検知情報は、ユーザ機器が存在する環境の光を収集することにより、ユーザ
機器により得られた情報であって良い。
【００３６】
　留意すべき点は、本実施形態では、予め設定された条件の内容が限定されないこと、予
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め設定された条件は前述の条件に限定されないことである。当業者は、環境の要件等に従
って予め設定された条件の内容を適宜設定できる。
【００３７】
　さらに、情報処理方法の別の実施形態では、方法は、収集された環境状態情報が予め設
定された条件を満たさない場合、環境状態情報を収集し続けるステップ、を更に有し得る
。
【００３８】
　具体的には、ユーザ機器により収集された３種類の環境状態情報が、第１の重力検知情
報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であり、これら３種類の環境状態情報が第
７の予め設定された条件を満たさないとき、例えば第１の重力検知情報が予め設定された
振動振幅より大きい、第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルより大きい、及び第
１の光検知情報が予め設定された光強度より大きいとき、ユーザ機器は、これら３種類の
環境状態情報を収集し続けても良い。
【００３９】
　代替として、方法は、収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たさない場合
、一部の環境状態情報を収集し続けるステップ、を更に有しても良い。一部の環境状態情
報は、環境状態情報のうち予め設定された条件を満たさない全ての環境状態情報、又は環
境状態情報のうち予め設定された条件を満たさない一部の環境状態情報、又は環境状態情
報から選択された一部の環境状態情報を含む。
【００４０】
　具体的には、収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たさない場合、環境状
態情報の一部を収集し続けるステップを実施するために、以下の幾つかのモードがあり得
る。
【００４１】
　第１の実施モード：ユーザ機器により収集された３種類の環境状態情報が、第１の重力
検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であり、これら３種類の環境状態情
報が第７の予め設定された条件を満たさないとき、例えばユーザが雑音の多い明るい環境
下の場所を歩いている、つまり第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より大きく
、第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルより大きい、及び第１の光検知情報が予
め設定された光強度より大きいとき、ユーザは受信した情報処理要求メッセージに従って
ユーザ機器によりトリガされた鳴動及び／又は振動に気付かないかも知れず、ユーザ機器
は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報を収集し続けても良い。ユーザが静かな
環境下で休むために止まるとき、ユーザ機器により収集された第１の重力検知情報は予め
設定された振動振幅より小さく、第１の音声検知情報は予め設定されたデシベルより小さ
く、この瞬間に、ユーザは受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりト
リガされた鳴動及び／又は振動に気付くかも知れないので、ユーザ機器は、適時処理され
なかった情報処理要求メッセージをユーザに気付かせるため、プロンプト情報を生成する
。
【００４２】
　第２の実施モード：ユーザ機器により収集された３種類の環境状態情報が、第１の重力
検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であり、これら３種類の環境状態情
報が第７の予め設定された条件を満たさないとき、例えばユーザが雑音の多い明るい環境
下の場所を歩いている、つまり第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より大きく
、第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルより大きい、及び第１の光検知情報が予
め設定された光強度より大きいとき、ユーザは受信した情報処理要求メッセージに従って
ユーザ機器によりトリガされた鳴動及び／又は振動に気付かないかも知れず、ユーザ機器
は、第１の重力検知情報を収集し続けても良い。ユーザが休むために止まるとき、ユーザ
機器により収集された第１の重力検知情報は予め設定された振動振幅より小さく、この瞬
間に、ユーザは受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた
鳴動及び／又は振動に気付くかも知れないので、ユーザ機器は、適時処理されなかった情
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報処理要求メッセージをユーザに気付かせるため、プロンプト情報を生成する。
【００４３】
　第３の実施モード：ユーザ機器により収集された３種類の環境状態情報が、第１の重力
検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であり、これら３種類の環境状態情
報が第７の予め設定された条件を満たさないとき、例えばユーザがユーザ機器をバッグに
入れ、バッグをテーブルに置き、ユーザ機器が雑音の多い環境にあり、つまり第１の重力
検知情報が予め設定された振動振幅より小さく、第１の音声検知情報が予め設定されたデ
シベルより大きい、及び第１の光検知情報が予め設定された光強度より小さいとき、ユー
ザは受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた鳴動及び／
又は振動に気付かないかも知れず、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の光検知
情報を収集し続けても良い。ユーザがテーブルからバッグを取り上げ、バッグから何かを
取り出すとき、ユーザ機器により収集された第１の重力検知情報は予め設定された振動振
幅より大きく、第１の光検知情報は予め設定された光強度より大きく、この瞬間に、ユー
ザは受信した情報処理要求メッセージに従ってユーザ機器によりトリガされた鳴動及び／
又は振動に気付くかも知れないので、ユーザ機器は、適時処理されなかった情報処理要求
メッセージをユーザに気付かせるため、プロンプト情報を生成する。
【００４４】
　留意すべき点は、本実施形態で、収集された環境状態情報が予め設定された条件を満た
さないとき、ユーザ機器が収集し続ける環境状態情報又は一部の環境状態情報は限定され
ないこと、当業者は環境要件等に従って環境状態情報を適宜収集できることである。
【００４５】
　図２は、本発明の別の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。図２に示
すように、本実施形態では、ユーザ機器により収集される２種類の環境状態情報が第１の
重力検知情報及び第１の音声検知情報であり、予め設定された条件が第４の予め設定され
た条件である例を用いて実施形態の技術的解決策が詳細に説明される。本実施形態による
方法は、次のステップを有する。
【００４６】
　ステップ２０１：スケジュールメッセージを受信する。
【００４７】
　本実施形態では、ステップ２０１の実施モードは、図１に示したステップ１０１の実施
モードと同様であり、ここで再度記載されない。
【００４８】
　ステップ２０２：スケジュールメッセージが第１の所定の時間内に処理されなかった場
合、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報を収集する。
【００４９】
　本実施形態では、例えば、ユーザ機器は携帯電話機であり、ユーザ機器のユーザはバス
停まで歩いている途中であり、携帯電話機はスケジュールメッセージを受信し、携帯電話
機によりトリガされた鳴動及び／又は振動を通じてユーザに催促している。しかしながら
、ユーザが歩行中であり周囲環境が非常に雑音の多い環境であるとき、ユーザは、受信し
たスケジュールメッセージに従って携帯電話機によりトリガされた鳴動及び／又は振動に
気付かない。第１の所定の時間内に、携帯電話機が、スケジュールメッセージはユーザに
より処理されていないと特定し、従って携帯電話機は、第１の重力検知情報及び第１の音
声検知情報を収集するようトリガされる。
【００５０】
　ステップ２０３：第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定された
条件を満たさない場合、プロンプト情報を生成する。
【００５１】
　本実施形態では、ユーザが帰宅し又はエレベータ内にいるとき、この瞬間に、携帯電話
機は静止状態にあり、周囲環境は非常に静かなので、携帯電話機は、第１の重力検知情報
が予め設定された振動振幅より小さく、且つ、第１の音声検知情報が予め設定されたデシ
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ベルより小さいと特定し、それにより、携帯電話機は、携帯電話機の現在の環境下で、ユ
ーザは携帯電話機によりトリガされる鳴動及び／又は振動に気付くかも知れないと特定す
る。したがって、携帯電話機は、適時処理されていないスケジュールメッセージが存在す
ることをユーザに気付かせるために、特定の鳴動及び／又は振動を生成する。
【００５２】
　留意すべき点は、ユーザが歩行中であり、周囲環境が非常に雑音が多いとき、携帯電話
機は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定された条件を満たさ
ないと特定し、例えば、第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より大きく、第１
の音声検知情報が予め設定されたデシベルより大きいので、携帯電話機は、携帯電話機の
現在の環境下で、ユーザが携帯電話機によりトリガされる鳴動及び／又は振動に気付かな
いと特定することである。したがって、携帯電話機は、この瞬間に、特定の鳴動及び／又
は振動プロンプトを生成しない。したがって、方法は、第１の重力検知情報及び第１の音
声検知情報が第４の予め設定された条件を満たさない場合、第１の重力検知情報及び第１
の音声検知情報を収集し続けるステップを更に有しても良い。
【００５３】
　代替として、方法は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定さ
れた条件を満たさない場合、第１の重力検知情報又は第１の音声検知情報を収集し続ける
ステップを更に有しても良い。
【００５４】
　具体的には、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定された条件
を満たさない場合、携帯電話機は第１の重力検知情報を更に収集し続けて良く、収集した
第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より小さい場合、携帯電話機はプロンプト
情報を生成する。例えば、ユーザが雑音の多い環境下で休むために止まるとき、この瞬間
に、携帯電話機により収集された第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より小さ
く、したがって携帯電話機が、携帯電話機は現在静かな環境にあり、ユーザは携帯電話機
によりトリガされる振動に気付くかも知れないと特定するので、携帯電話機は、適時処理
されていないスケジュールメッセージが存在することをユーザに気付かせるプロンプト情
報を生成する。
【００５５】
　より具体的には、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定された
条件を満たさない場合、携帯電話機は第１の音声検知情報を更に収集し続けて良く、収集
した第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルより小さい場合、携帯電話機はプロン
プト情報を生成する。例えば、ユーザが雑音の多い環境から静かな環境へと歩いて行くと
き、この瞬間に、携帯電話機により収集された第１の音声検知情報が予め設定されたデシ
ベルより小さく、したがって携帯電話機が、携帯電話機は静かな環境にあり、ユーザは携
帯電話機によりトリガされる鳴動に気付くかも知れないと特定するので、携帯電話機は、
適時処理されていないスケジュールメッセージが存在することをユーザに気付かせるプロ
ンプト情報を生成する。
【００５６】
　本実施形態では、ユーザ機器により受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の
時間内に処理されない場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報
を収集する。第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定された条件を
満たす場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報に従ってプロン
プト情報を生成し、ユーザ機器は、ユーザ機器自体の動き状態及びユーザ機器が存在する
環境内の音声に従って、ユーザがユーザ機器により生成されたプロンプト情報に気付くか
否かを特定し、それにより、ユーザがユーザ機器により生成されたプロンプト情報に気付
くことが出来る場合には、ユーザ機器は、情報処理要求メッセージを処理するようユーザ
を催促するプロンプト情報を生成するようトリガされる。このように、ユーザは、ユーザ
機器により受信されたが適時処理されていない情報処理要求メッセージに効果的に適時気
付かされ、ユーザ機器の使い勝手が効果的に向上できる。
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【００５７】
　図３は、本発明の更に別の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。図３
に示すように、本実施形態では、ユーザ機器により収集される３種類の環境状態情報が第
１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であり、予め設定された
条件が第７の予め設定された条件である例を用いて実施形態の技術的解決策が詳細に説明
される。本実施形態による方法は、次のステップを有する。
【００５８】
　ステップ３０１：呼要求メッセージを受信する。
【００５９】
　本実施形態では、ステップ３０１の実施モードは、図１に示したステップ１０１の実施
モードと同様であり、ここで再度記載されない。
【００６０】
　ステップ３０２：呼要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されなかった場合、第
１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報を収集する。
【００６１】
　本実施形態では、ユーザは、携帯電話機を寝室に置き、テレビを見るために居間に行く
。テレビ番組の音量が高いので、携帯電話が呼要求を受信したとき、居間でテレビを見て
いるユーザは、携帯電話機によりトリガされた鳴動及び／又は振動に気付かない。さらに
、第１の所定の時間内に、呼要求が処理されず、つまり、携帯電話機は、ユーザが呼要求
メッセージを適時処理しないと特定し、従って携帯電話機は、第１の重力検知情報及び第
１の音声検知情報及び第１の光検知情報を収集するようトリガされる。
【００６２】
　ステップ３０３：第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報が
第７の予め設定された条件を満たさない場合、第２の光検知情報を収集する。
【００６３】
　本実施形態では、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報は、
第７の予め設定された条件を満たさないので、携帯電話機は、現在の環境下で、ユーザが
携帯電話機によりトリガされる鳴動及び／又は振動に気付くことができないと特定し、こ
の瞬間に、携帯電話機は、リアルタイムに、携帯電話機が存在する光環境を検出できる。
つまり、携帯電話機は、第２の光検知情報をリアルタイムに収集できる。本実施形態では
、携帯電話機は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び収集した第１の光検知情
報に従って、携帯電話機の現在の環境は雑音が多く光環境は薄暗いと特定できる。
【００６４】
　ステップ３０４：第２の光検知情報の非海峡°が第１の光検知情報の光強度よりも大き
い場合、プロンプト情報を生成する。
【００６５】
　本実施形態では、ユーザは、何かの理由で寝室に戻り、寝室の明かりを点けつと、この
瞬間に、第携帯電話機により収集された２の光検知情報の光強度は、第１の光検知情報の
光強度よりも大きくなり、つまり、携帯電話機は、この瞬間に、携帯電話機が存在する光
環境が薄暗いから明るいに変化したと特定し、したがって携帯電話機は、ユーザが携帯電
話機によりトリガされる鳴動及び／又は振動に気付くかも知れないと特定し、それにより
、携帯電話機は、適時処理されていない携帯電話機にある呼要求メッセージをユーザに気
付かせるために、特定の鳴動及び／又は振動を生じるようトリガされる。
【００６６】
　本実施形態では、ユーザ機器により受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の
時間内に処理されない場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報
及び第１の光検知情報を収集する。第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１
の光検知情報が第７の予め設定された条件を満たさない場合、ユーザ機器は、第２の光検
知情報をリアルタイムに収集する。第２の光検知情報の光強度が第１の光検知情報の光強
度より大きい場合、ユーザ機器はプロンプト情報を生成し、携帯電話機は、携帯電話機自
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体の動き情報、携帯電話機が存在する環境内の光及び音声の変化に従ってプロンプト情報
を生成するようトリガされ得る。それにより、ユーザは、ユーザ機器により受信されたが
適時処理されていない情報処理要求メッセージに適時気付くことができ、したがって、ユ
ーザ機器の使い勝手は効果的に向上できる。
【００６７】
　図４は、本発明の更に別の実施形態による情報処理方法のフローチャートである。図４
に示すように、本実施形態では、ユーザ機器により収集される３種類の環境状態情報が第
１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報であり、予め設定された
条件が第７の予め設定された条件である例を用いて実施形態の技術的解決策が詳細に説明
される。本実施形態による方法は、次のステップを有する。
【００６８】
　ステップ４０１：ステップ４０１：呼要求メッセージを受信する。
【００６９】
　本実施形態では、ステップ４０１の実施モードは、図１に示したステップ１０１の実施
モードと同様であり、ここで再度記載されない。
【００７０】
　ステップ４０２：呼要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されなかった場合、第
１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報を収集する。
【００７１】
　本実施形態では、帰宅すると、ユーザは、携帯電話機を寝室に置き、別の部屋へ行く。
携帯電話機が呼要求メッセージを受信したとき、ユーザは別の部屋に居るので、ユーザは
、受信した呼要求メッセージにより携帯電話機によりトリガされる鳴動及び／又は振動に
気付かず、ユーザは第１の所定の時間内に携帯電話機により受信された呼要求メッセージ
を処理しない。したがって、携帯電話機は、ユーザが呼要求メッセージを適時処理しない
と特定し、携帯電話機は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情
報を収集するようトリガされる。
【００７２】
　ステップ４０３：第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報が
第７の予め設定された条件を満たさない場合、プロンプト情報を生成する。
【００７３】
　本実施形態では、携帯電話機が、第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より小
さく、且つ、第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルより小さく、第１の光検知情
報が予め設定された光強度より大きいと特定したとき、携帯電話機は、携帯電話機が存在
する音声環境が非常に静かであり、光環境が非常に明るいと特定する。したがって、携帯
電話機は、ユーザは携帯電話機によりトリガされる特定の鳴動及び／又は振動に気付くこ
とができると特定する。それにより、携帯電話機は、特定の鳴動及び／又は振動をトリガ
するようトリガされる。
【００７４】
　ステップ４０４：情報処理要求メッセージが第２の所定の時間内に処理されなかった場
合、ダイ２の音声検知情報を収集する。
【００７５】
　本実施形態では、携帯電話機がプロンプト情報を生成した後、ユーザは、第２の所定の
時間内に受信した情報処理要求メッセージを処理しない。したがって、携帯電話機は、ユ
ーザが携帯電話機の近くに居ないかも知れないと特定する。したがって、携帯電話機は、
第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報を格納するようトリガさ
れる。留意すべき点は、第２の所定の時間が、第１の所定の時間と等しくても良く、又は
第１の所定の時間より小さくても良いことである。本実施形態では、第２の所定の時間は
、第１の所定の時間より小さいことが望ましい。例えば、第１の所定の時間は５分であり
、第２の所定の時間は１分であって良い。本実施形態では、携帯電話機がプロンプト情報
を生成した後、ユーザは、第２の所定の時間内に受信した情報処理要求メッセージを処理
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しない。したがって、携帯電話機は、ユーザが携帯電話機の近くに居ないかも知れないと
特定する。したがって、携帯電話機は、第２の音声検知情報を収集するようトリガされる
。
【００７６】
　ステップ４０５：第２の音声検知情報のデシベルが第１の音声検知情報のデシベルより
も大きい場合、プロンプト情報を生成する。
【００７７】
　本実施形態では、ユーザは、別の部屋から寝室に戻り、歩行又は会話等のような活動に
より寝室内で音が生成される。したがって、携帯電話機により収集された第２の音声検知
情報のデシベルは、第１の音声検知情報のデシベルよりも大きい。それにより、携帯電話
機は、ユーザが携帯電話機の周囲に居ること、携帯電話機によりトリガされる特定の鳴動
及び／又は振動に気付くかも知れないと特定する。したがって、携帯電話機は、携帯電話
機により受信された適時処理されていない呼要求メッセージをユーザに気付かせるために
、特定の鳴動及び／又は振動をトリガするようトリガされる。
【００７８】
　本実施形態では、受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理され
ない場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知
情報を収集する。第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報が第
７の予め設定された条件を満たす場合、ユーザ機器は、適時処理されていない情報処理要
求メッセージをユーザに気付かせるために、プロンプト情報を生成する。ユーザが第２の
所定の時間内に情報処理要求メッセージを処理しない場合、ユーザ機器は、ユーザが携帯
電話機の近くに居ないと特定する。それにより、携帯電話機は、第２の音声検知情報を収
集するようトリガされる。第２の音声検知情報のデシベルが第１の音声検知情報のデシベ
ルより大きい場合、ユーザ機器は再びプロンプト情報を生成し、ユーザ機器は、環境の変
化に従って、ユーザ機器がユーザ機器により受信されたが適時処理されていない情報処理
要求メッセージをユーザに気付かせる必要があるか否かを特定でき、ユーザは、ユーザ機
器により受信されたが適時処理されていない情報処理要求メッセージに適時気付くことが
でき、したがって、ユーザ機器の使い勝手が効果的に向上できる。
【００７９】
　図５は、本発明の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。図５に示されるよ
うに、本実施形態によるユーザ機器は、受信モジュール１１、第１の収集モジュール１２
及び第１の生成モジュール１３を含む。第１の受信モジュール１１は、情報処理要求メッ
セージを受信するよう構成される。第１の収集モジュール１２は、情報処理要求メッセー
ジが第１の所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１種類の環境状態情報を収集す
るよう構成される。第１の生成モジュール１３は、情報処理要求メッセージを処理するよ
うユーザを催促するために、収集された環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するよ
う構成される。
【００８０】
　本実施形態によるユーザ機器は、図１に示した方法の実施形態の技術的解決策を実行す
るよう構成され得る。この方法の実施の原理は、ここでは再度記載されない。
【００８１】
　本実施形態では、受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理され
ない場合、少なくとも１種類の環境状態情報が収集され、情報処理要求メッセージを処理
するようユーザを催促するために、収集された環境状態情報に従いプロンプト情報が生成
され、ユーザ機器は、情報処理要求メッセージをユーザに気付かせるために、ユーザ機器
が存在する特定された環境状態に従いプロンプト情報を生成でき、それによりユーザはユ
ーザ機器により受信されたが適時処理されていない情報処理要求メッセージに適時気付く
ことができ、したがってユーザ機器の使い勝手が効果的に向上できる。
【００８２】
　さらに、第１の生成モジュール１３は、特に、収集された環境状態情報が予め設定され
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た条件を満たす場合、プロンプト情報を生成するよう構成される。ここで、環境状態情報
は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報のうちの１つ又は任
意の組合せを有し、予め設定された条件は、第１の重力検知情報が予め設定された振動振
幅よりも小さい、第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルよりも小さい、及び第１
の光検知情報が予め設定された光強度よりも大きい、のうちの少なくとも１種類を有する
。
【００８３】
　図６は、本発明の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。図６に示されるよ
うに、携帯端末通信機器は、受信モジュール２１、第１の収集モジュール２２及び第１の
生成モジュール２３を含む。第１の受信モジュール２１は、情報処理要求メッセージを受
信するよう構成される。第１の収集モジュール２２は、情報処理要求メッセージが第１の
所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１種類の環境状態情報を収集するよう構成
される。第１の生成モジュール２３は、収集された環境状態情報が予め設定された条件を
満たす場合、プロンプト情報を生成するよう構成される。第１の収集モジュール２２は、
収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たさない場合、環境状態情報を収集し
続けるよう更に構成される。
【００８４】
　さらに、第１の収集モジュール２２は、収集された環境状態情報が予め設定された条件
を満たさない場合、一部の環境状態情報を収集し続けるよう更に構成されても良い。ここ
で、一部の環境状態情報は、環境状態情報のうち予め設定された条件を満たさない全ての
環境状態情報、又は環境状態情報のうち予め設定された条件を満たさない一部の環境状態
情報、又は環境状態情報から選択された一部の環境状態情報を含む。
【００８５】
　本実施形態のユーザ機器は、図２に示した方法の実施形態の技術的解決策を実行するよ
う構成され得る。この方法の実施の原理は、ここでは再度記載されない。
【００８６】
　本実施形態では、受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理され
ない場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報を収集する。第１
の重力検知情報及び第１の音声検知情報が第４の予め設定された条件を満たす場合、ユー
ザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報に従ってプロンプト情報を生成し
、ユーザ機器は、ユーザ機器自体の動き状態及びユーザ機器が存在する環境内の音声に従
って、ユーザがユーザ機器により生成されたプロンプト情報に気付くか否かを特定する。
それにより、ユーザがユーザ機器により生成されたプロンプト情報に気付くことができる
場合には、ユーザ機器は、情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するため
にプロンプト情報を生成するようトリガされる。したがって、ユーザは、ユーザ機器によ
り受信されたが適時処理されていない情報処理要求メッセージに適時効果的に気付くこと
ができ、ユーザ機器の使い勝手が効果的に向上できる。
【００８７】
　図７は、本発明の更に別の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。図７に示
されるように、携帯端末通信機器は、受信モジュール３１、第１の収集モジュール３２、
第２の収集モジュール３３、及び第２の生成モジュール３４を含む。受信モジュール３１
は、情報処理要求メッセージを受信するよう構成される。第１の収集モジュール３２は、
情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されない場合、第１の重力検知情報
、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報を収集するよう構成される。第２の収集モジ
ュール３３は、収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たさない場合、第２の
光検知情報を収集するよう構成される。第２の生成モジュール３４は、第２の光検知情報
の光強度が第１の光検知情報の光強度より大きい場合、プロンプト情報を生成するよう構
成される。
【００８８】
　本実施形態のユーザ機器は、図３に示した方法の実施形態の技術的解決策を実行するよ
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う構成され得る。この方法の実施の原理は、ここでは再度記載されない。
【００８９】
　本実施形態では、受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理され
ない場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知
情報を収集する。第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報が第
７の予め設定された条件を満たさない場合、ユーザ機器は、第２の光検知情報をリアルタ
イムに収集する。第２の光検知情報の光強度が第１の光検知情報の光強度より大きいとき
、ユーザ機器はプロンプト情報を生成し、携帯電話機は、携帯電話機自体の動き情報、携
帯電話機が存在する環境内の光及び音声の変化に従ってプロンプト情報を生成するようト
リガされ得る。それにより、ユーザは、ユーザ機器により受信されたが適時処理されてい
ない情報処理要求メッセージに適時気付くことができる。したがって、ユーザ機器の使い
勝手が効果的に向上できる。
【００９０】
　図８は、本発明の更に別の実施形態によるユーザ機器の構造の概略図である。図８に示
されるように、携帯端末通信機器は、受信モジュール４１、第１の収集モジュール４２、
第１の生成モジュール４３、第３の収集モジュール４４、及び第３の生成モジュール４５
を含む。受信モジュール４１は、情報処理要求メッセージを受信するよう構成される。第
１の収集モジュール４２は、情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されな
い場合、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報を収集するよう
構成される。第１の生成モジュール４３は、収集された環境状態情報が予め設定された条
件を満たす場合、プロンプト情報を生成するよう構成される。ここで、環境状態情報は、
第１の重力検知情報、第１の音声検知情報又は第１の光検知情報を含み、予め設定された
条件は、第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅より小さい、第１の音声検知情報
が予め設定されたデシベルより小さい、第１の光検知情報が予め設定された光強度より大
きい、という条件のうちの少なくとも１種類を含む。第３の収集モジュール４４は、情報
処理要求メッセージが第２の所定の時間内に処理されなかった場合、第２の音声検知情報
を収集するよう構成される。第３の生成モジュール４５は、第２の音声検知情報のデシベ
ルが第１の音声検知情報のデシベルよりも大きい場合、プロンプト情報を生成するよう構
成される。
【００９１】
　本実施形態のユーザ機器は、図４に示した方法の実施形態の技術的解決策を実行するよ
う構成され得る。この方法の実施の原理は、ここでは再度記載されない。
【００９２】
　本実施形態では、受信された情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理され
ない場合、ユーザ機器は、第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知
情報を収集する。第１の重力検知情報及び第１の音声検知情報及び第１の光検知情報が第
７の予め設定された条件を満たす場合、ユーザ機器は、ユーザ機器により受信されたが適
時処理されていない情報処理要求メッセージをユーザに気付かせるために、プロンプト情
報を生成する。ユーザが第２の所定の時間内に情報処理要求メッセージを処理しない場合
、ユーザ機器は、ユーザが携帯電話機の近くに居ないと特定する。それにより、携帯電話
機は、第２の音声検知情報を収集するようトリガされる。第２の音声検知情報のデシベル
が第１の音声検知情報のデシベルより大きい場合、ユーザ機器は再びプロンプト情報を生
成し、ユーザ機器は、環境の変化に従って、ユーザ機器がユーザ機器により知覚されたが
適時処理されていない情報処理要求メッセージをユーザに気付かせる必要があるか否かを
特定でき、ユーザは、ユーザ機器により受信されたが適時処理されていない情報処理要求
メッセージに適時気付くことができる。したがって、ユーザ機器の使い勝手が効果的に向
上できる。
【００９３】
　当業者は、前述の方法の実施形態を実施するための全て又は一部のステップが、プログ
ラム命令に関連付けられたハードウェアにより達成できること、前述のプログラムがコン
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、前述の方法の実施形態に含まれるステップを実行し得る。前述の記憶媒体は、プログラ
ムコードを格納できる、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ディスク又はコンパクトディスクのような種々
の媒体を含む。
【００９４】
　最後に、留意すべき点は、前述の実施形態が本発明の技術的解決策を説明するためにの
み用いられ、本発明の範囲を限定しないことである。本発明は、前述の実施形態を参照す
ることにより詳細に説明されたが、当業者は、前述の種々の実施形態で記載された技術的
解決策に変更が加えられ得ること又は本発明の技術的特徴の一部に等価な代替が行われて
も良いことを理解するだろう。しかしながら、全てのこれらの実施形態又は代替は、対応
する技術的解決策の本質を本発明の種々の実施形態の技術的解決策の精神及び範囲から逸
脱させない。
【００９５】
　本出願は、中国出願番号２０１０１０１８８５４９．Ｘ、２０１０年５月３１日出願、
名称「INFORMATION　PROCESSING　METHOD　AND　USER　EQUIPMENT」の利益を請求する。
該出願は参照されることにより全体が本願明細書に組み込まれる。
【符号の説明】
【００９６】
　１１　受信モジュール
　１２　第１の収集モジュール
　１３　第１の生成モジュール
　２１　受信モジュール
　２２　第１の収集モジュール
　２３　第１の生成モジュール
　３１　受信モジュール
　３２　第１の収集モジュール
　３３　第２の収集モジュール
　３４　第２の生成モジュール
　４１　受信モジュール
　４２　第１の収集モジュール
　４３　第１の生成モジュール
　４４　第３の生成モジュール
　４５　第３の収集モジュール
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月25日(2012.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理要求メッセージを受信するステップ、
　前記情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１
種類の環境状態情報を収集するステップ、
　前記情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、前記の収集され
た環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するステップ、
　を有する情報処理方法。
【請求項２】
　前記の収集された環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するステップは、
　前記収集された環境状態情報が予め設定された条件を満たす場合、前記プロンプト情報
を生成するステップ、
　を有する、請求項１に記載の情報処理方法。
【請求項３】
　前記環境状態情報は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報及び第１の光検知情報
のうちの１つ又は任意の組合せを有し、前記予め設定された条件は、前記第１の重力検知
情報が予め設定された振動振幅よりも小さい、前記第１の音声検知情報が予め設定された
デシベルよりも小さい、及び前記第１の光検知情報が予め設定された光強度よりも大きい
、のうちの少なくとも１種類を有する、請求項２に記載の情報処理方法。
【請求項４】
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、前記環境状
態情報を収集し続けるステップ、又は
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、一部の前記
環境状態情報を収集し続けるステップであって、前記一部の環境状態情報は、前記環境状
態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない全ての前記環境状態情報、又は前記環
境状態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない一部の前記環境状態情報、又は前
記環境状態情報から選択された一部の前記環境状態情報を含む、ステップ、
　を更に有する請求項２又は３に記載の情報処理方法。
【請求項５】
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、第２の光検
知情報を収集するステップ、
　前記第２の光検知情報の光強度が前記第１の光検知情報の光強度より大きい場合、前記
プロンプト情報を生成するステップ、
　を更に有する請求項４に記載の情報処理方法。
【請求項６】
　前記プロンプト情報を生成するステップの後に、
　前記情報処理要求メッセージが第２の所定の時間内に処理されない場合、第２の音声検
知情報を収集するステップ、
　前記第２の音声検知情報のデシベルが前記第１の音声検知情報のデシベルよりも大きい
場合、前記プロンプト情報を生成するステップ、
　を更に有する請求項２又は３に記載の情報処理方法。
【請求項７】
　前記情報処理要求メッセージは、呼、ショートメッセージ又はスケジュールを含む、請



(19) JP 2013-529445 A 2013.7.18

求項１乃至６のいずれか一項に記載の情報処理方法。
【請求項８】
　情報処理要求メッセージを受信するよう構成される受信モジュール、
　前記情報処理要求メッセージが第１の所定の時間内に処理されない場合、少なくとも１
種類の環境状態情報を収集するよう構成される第１の収集モジュール、
　前記情報処理要求メッセージを処理するようユーザを催促するために、前記の収集され
た環境状態情報に従いプロンプト情報を生成するよう構成される第１の生成モジュール、
　を有するユーザ機器。
【請求項９】
　前記第１の生成モジュールは、前記収集された環境状態情報が予め設定された条件を満
たす場合、前記プロンプト情報を生成するよう構成され、
　前記環境状態情報は、第１の重力検知情報、第１の音声検知情報又は第１の光検知情報
を有し、前記予め設定された条件は、前記第１の重力検知情報が予め設定された振動振幅
よりも小さい、前記第１の音声検知情報が予め設定されたデシベルよりも小さい、及び前
記第１の光検知情報が予め設定された光強度よりも大きい、のうちの少なくとも１種類を
有する、請求項８に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　前記第１の収集モジュールは、前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件
を満たさない場合、前記環境状態情報を収集し続けるよう更に構成され、又は
　前記第１の収集モジュールは、前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件
を満たさない場合、一部の前記環境状態情報を収集し続けるよう更に構成され、前記一部
の環境状態情報は、前記環境状態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない全ての
前記環境状態情報、又は前記環境状態情報のうち前記予め設定された条件を満たさない一
部の前記環境状態情報、又は前記環境状態情報から選択された一部の前記環境状態情報を
含む、
　請求項９に記載のユーザ機器。
【請求項１１】
　前記収集された環境状態情報が前記予め設定された条件を満たさない場合、第２の光検
知情報を収集するよう構成された第２の収集モジュール、
　前記第２の光検知情報の光強度が前記第１の光検知情報の光強度より大きい場合、前記
プロンプト情報を生成する様構成された第２の生成モジュール、
　を更に有する請求項９に記載のユーザ機器。
【請求項１２】
　前記情報処理要求メッセージが第２の所定の時間内に処理されない場合、第２の音声検
知情報を収集するよう構成された第３の収集モジュール、
　前記第２の音声検知情報のデシベルが前記第１の音声検知情報のデシベルよりも大きい
場合、前記プロンプト情報を生成するよう構成された第３の生成モジュール、
　を更に有する請求項９に記載のユーザ機器。
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